
平成26年６月26日 

 

 魚沼市議会議長 浅 井 守 雄 様 

 

庁舎再編整備特別委員会 

委員長 森  山  英  敏 

 

庁舎再編整備特別委員会調査報告書 

 

 本委員会は、所管事務について下記のとおり調査したので、魚沼市議会会議規則

第110条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 調査事件名 （１）庁舎再編整備について 

        （２）その他 

 

２ 調査の経過 ６月26日委員会を開催し、上記事件について協議した。 

        執行部より、庁舎再編について現状と課題について説明を受け、

質疑を行った。その後、休憩中に自由討議として委員間の意見交

換を行った。 
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庁舎再編整備特別委員会庁舎再編整備特別委員会庁舎再編整備特別委員会庁舎再編整備特別委員会会会会会議録議録議録議録 

 

１ 調査事件 

（１）庁舎再編整備について（１）庁舎再編整備について（１）庁舎再編整備について（１）庁舎再編整備について    

（２）その他（２）その他（２）その他（２）その他 

 

２ 日  時  平成26年６月26日 午前10時 

 

３ 場  所  広神庁舎３階 301会議室 

 

４ 出席委員  岩井富士夫、佐藤敏雄、岡部計夫、星吉寛、下村浩延、森山英敏、大屋角政 

        （浅井守雄議長） 

 

５ 欠席委員  なし 

 

６ 説 明 員    酒井企画政策課長、森山企画政策室長 

 

７ 書  記  小幡議会事務局長、中川主任 

 

８ 経  過 

 

開  会（９：58） 

 

森山委員長  定足数に達しておりますので、ただいまから庁舎再編整備特別委員会を開会し

ます。前回の委員会からだいぶ時間がありましたが、皆さんの前回の意見を集約した中で、

執行部からある程度のものが出て来ないとなかなか議論ができないという中でようやく

執行部の方でプロジェクト・チームが発足しまして、資料が出されております。きょうは

現状認識又は課題等についてプロジェクト・チームのまとめた資料に基づきまして、皆さ

んで議論していただきたいと思います。 

 

（１）（１）（１）（１）庁舎再編整備について庁舎再編整備について庁舎再編整備について庁舎再編整備について    

 

森山委員長  日程第１、庁舎再編整備についてを議題とします。執行部より資料が出ており

ますので資料についての説明を求めます。 

酒井企画政策課長  資料の説明に入る前にこの前の行政報告でありましたように、職員でつ

くります、庁舎再編プロジェクト・チームを設置して今、検討に入っております。副市長

をトップとしまして、課長室長クラス13人となっております。設置の期間につきましては

この４月１日から27年３月31日ということでお話ししたとおりでございます。これまで全

体会のチーム会議を４回開催しました。進み方としましては、後戻りがないように慎重に
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進めていきたいということで、これまでの経過を踏まえた中で１から見直していくと、既

存庁舎ありき、新築ありきということではなくて、どういうものが望ましいかを順番に積

み重ねてつくっていきたいという方針でありますので、これからお話しする内容は少し後

戻りし、進んでいない状況になりますが、これからスピードをあげてつくり上げていきた

いというふうなことで進めております。この９月頃には基本構想といいますか、方針をあ

る程度示したいと思っておりますので、それに向けて今進めているところでございます。 

  （資料「魚沼市における庁舎再編に関する状況と課題（まとめ）」について説明） 

   以上を庁舎再編プロジェクト・チームが、まとめたところでございます。これにつきま

して議員の皆さんから、このほかに漏れ落としがないか等をご意見いただきして、次の調

整の方向性、方針案をまとめていくうえで一本化はどうあるべきかをまず進めていかなく

てはならないと考えております。一本化といいましても、本当に本庁舎だけにするのか、

今のように教育庁舎を別にして考えるのか、北部振興事務所はどう考えるのかを含めた方

向をまず目指して、進めていきたいと考えておりますので、前段としまして、現状課題に

ついてご意見いただきたいということで、今回は資料として出させていただきました。 

森山委員長  現状認識と主な課題ということで、資料の説明をいただきましたが、主な課題

については議会の方はまだそれほど進んでいないということでございますので、行政並び

に市職員の考え方というのが、対象になるかと思います。調整の方向性、方針案について

はこれからということでございますので、きょうはできるだけこの現状認識と主な課題に

ついて、質疑をお願いします。質疑はありませんか。 

星委員  確認の意味もあるんですが、資料の現状認識の中の行政市職員というのはプロジェ

クト・チームの意見というふうに解釈してよろしいでしょうか。 

酒井企画政策課長  プロジェクト・チームの中でまとめた意見ではありますけれど、それぞ

れの委員がこれまで感じたことをまとめたものでありますので、ほぼ職員の意見は出てい

るんじゃないかと思います。 

星委員  そのプロジェクト・チームのメンバーを教えていただけますでしょうか。 

酒井企画政策課長  構成員ですが、副市長、企画政策課長、総務管理室長、危機管理室長、

財政室長、企画政策室長、まちづくり室長、市民生活室長、北部振興事務所次長、介護福

祉室長、健康増進室長、商工振興室長、都市整備室長、建設室長の14人です。 

星委員  岩井委員からもお話が出ましたが、合併特例債、昔はだいたいこうなるというのが 

分かっていたんですが、今現在もう一度、確認の意味でどういう状態だかというのをよく

検討してその上で質疑をやりたいと思うのですが、現況の合併特例債、それについて説明

いただければと思います。   

酒井企画政策課長  合併特例債全体という意味ですか。集計は今現在とっていませんので分

かりませんが、これまでだと全体で３割から４割の率だったので、枠的には十分残ってい

ると考えています。今資料がありません。 

大屋委員  資料の最後になりますが、現状認識の中で、「国、県の地域機関や業務系機関、

団体等との距離感がある。」と書いてありますが具体的にどういうことでしょうか。 

酒井企画政策課長  実際の庁舎からの距離がバラバラであって、一旦本庁を通して回したり

すると、本庁１本から行くのと比べると距離感があるという意味で書いてあると思います。 

大屋委員  要するに分庁舎方式だと、そこにいる課が本庁に行って確認を取ったりして、県
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の方等にしなくてはならないので、そういう点で距離感があるとそういう意味で物理的な

問題ということですかね。 

酒井企画政策課長  はい。実際庁舎からの距離も物理的な面がバラバラであるということと、

各庁舎から関係機関に行く場合と、本庁を通って市長のところを通っていく場合があると、

物理的っていうか、事務的な距離感があるという２つの意味であると理解しています。 

森山委員長  現状認識について異論があると、方向性が違ってきますので、現状認識と市議

会と市民感情と、このとおりだということであればいいわけですけれど、全く違う質疑が

あればお願いします。 

岩井議員  私は今の現状が消費税が上がったりで、変わってきていると思いますので、市民

にもう１回アンケートなり、市民の声を聞く必要があると思いますけれど、その辺はどの

ようにお考えでしょうか。  

酒井企画政策課長  これまで庁舎一本化については説明会等に何回も出ておりますし、今回

総合計画もあったりしますので、基本構想を作る段階での説明会とかアンケートは考えて

おりません。ただ、ある程度まとまった段階で市民の意見を聞く会はどこかで設定しなく

てはならないと考えております。 

岡部副委員長  委員長を交代します。 

森山委員  総合計画を策定するにあたり、市民にアンケートを出したと記憶していますが、

その中での庁舎再編の項目は現状認識には生かされていないんでしょうか。     

酒井企画政策課長   庁舎再編で直接的に聞いたのは１問であります。既存か新築かどちら

がいいですか、ということしたので今は現状ですのでそこまでは入っておりません。 

森山委員  今後こういった庁舎問題というのは大きな問題だと思います。今、出前講座とか

されていると思いますが、庁舎問題については何回されたかわかりませんか。 

酒井企画政策課長  市の出前講座メニューには入っておりません。説明に来てほしいという

要請があれば出向きますけれど、今のところやっておりません。  

森山委員  やはり市民と当局が意見交換をする機会が少ないような気がしてしょうがない

んですけども、今後庁舎再編をにらんだ中で、これからやる予定はないか。 

酒井企画政策課長  これまで、市長が公聴の関係で出かけて行って、その年の施策や方向性

を説明する機会はつくってあります。数カ所に出かけております。それについても要請が

あれば行くことにしてあります。今のところ、企画政策課でするという予定はしてありま

せん。 

森山委員長  ほかに質疑はありませんか。（なし）特になければ休憩をとり委員間討議をお

願いしたいと思います。しばらくの間、休憩といたします。 

 

  休  憩（10：29） 

 

  休憩中に懇談的に意見交換 

 

  再  開（11：01） 

 

森山委員長  休憩を解き、会議を再開します。休憩中にいろいろご意見を伺いました。次の
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委員会では具体的な方向で、自分なりに現状と課題を埋めていただき、持ち寄った中で委

員間討議で議論したいと思います。 

星委員  一つ確認させてください。執行部の資料の３ページ、湯之谷庁舎が２度にわたり否

決されており３度目の提案は不可能とありますが、そうなんですか。取り決めがあるんで

すか。 

酒井企画政策課長  決まっているわけではございません。ただ、これまでの経過からすると

このようなことが考えられるのではないか、ということであります。書き方については訂

正させていただきます。   

星委員  訂正は絶対やるということですね。 

酒井企画政策課長  はい。 

大屋委員  委員長に質疑いたします。次回やる場合に、この資料の市議会の欄を埋めるとい

うことになると、９月頃に資料が提出されると。その前に委員会をやるというわけですか。 

森山委員長  はい。執行部より出る前に、随時やっていきます。 

大屋委員  次の委員会は委員だけですか。 

森山委員長  委員ばかりでなく、企画政策課からも来ていただこうと考えます。全部と言う

わけでなく自分で、ここはこんな考え方をすべきだ等できる部分埋めてもらって議論した

いので、次回までに十分調査をお願いしたいと思います。ほかに質疑はありますか。（な

し）質疑なしと認めます。次回できれば７月にもう１回委員会をしたいと思っております。 

日程第２、その他についてを議題とします。その他、皆さんの中で、ご意見協議事項等

はありませんか。（なし）本日の会議録の調製については、委員長に一任願います。本日

の庁舎再編整備特別委員会は、これで閉会します。 

 

  閉  会（11：04） 


